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凡　例

1. 市営開始は大正6（1917）年8月からであるが、第1章は市営前史である民営時代（明治19
（1886）年）から始めた。
2.収録期間は平成29（2017）年度までだが、平成30（2018）年4月西神・山手線新型車両（6000形）
運行までを収録した。

3.文書はなるべく平易とするように努め、当用漢字、現代かなづかいを使用したが、引用文、専門語、
慣用句、固有名詞などは例外とした。

4.人名の敬称は省略した。
5.軌道事業、自動車運送事業及び高速鉄道事業は、本文の意味内容に応じ、それぞれ市街電車・電車・
路面電車・市電・バス・市バス・自動車・高速軌道・高速鉄道・市営地下鉄・地下鉄などを用いた。

6.本文中の資料提供者は省略した。
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